
 

  

  

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和５年９月３日(日) 午前９時～正午 
※午前９時に、「同報無線」及び「メローねっと」で訓練開始の合図をします。 

班内回覧 

（１）みんなが「考動
こうどう

」できる防災訓練（自助）（共助）（公助） 

（２）家庭内及び自治会での安否方法の確認（自助）（共助） 

（３）災害用備蓄品の準備・点検（自助） 

（４）メローねっと登録の推進（自助） 

（５）家庭内家具等の固定の推進（自助） 

（６）避難所設営の確認（共助）（公助） 

（７）水害に対する備え（自助）（共助）（公助） 

重 

点 

項 

目 

令和５年７月 28日 

今年度は「考動
こうどう

」を合言葉に、災害時に自分や家族、地域住民の命を

守るために何が必要か、地域で計画し、実行する防災訓練を行います。 

各家庭でも、事前に安否確認の方法や災害用備蓄品の点検、避難場所

や避難経路の確認などを行い、家族みんなで訓練に参加しましょう。 

【裏面もご覧ください】 

◆ 災害時には 防災気象情報の収集 が重要です 

災害時には、防災気象情報や避難に関する情報を収集し、早めの対応をとることが重要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 非常持ち出し品 を携行して参加しましょう 

各家庭では、７日分の水と食料の備蓄が推奨されています。うち、非常持ち出し品には３日分を、残りの４日分は、

倒壊危険の少ない安全な場所に保管しておきましょう。 

 

非常持ち出し品は、家族構成

を考えて必要なものを用意し、

非常持ち出し袋などに入れ、い

つでも持ち出せる場所に置き

ましょう。消毒液、マスクなど

もリュックに入れておきまし

ょう。また、在宅避難に備え、

備蓄品の消費期限を確認しま

しょう。 

 

 

 

《右図は、参考例です》 

袋井市 危機管理部 危機管理課 災害対策係 〒437-0012  袋井市国本２９０７番地 

（電話番号）０５３８－８６－３７０１  （ＦＡＸ）０５３８－８６－５５２２ 

災害用伝言サービスは、災害発生時に NTTや携帯電話各社等により自主的に運用される 

ものですが、以下の体験利用日にも運用されており、体験することができます。 
①毎月 1日、15日          ②防災週間（８月 30日～９月５日） 

③正月三が日（１月１日～１月３日）  ④防災とボランティア週間（１月 15日～１月 21日） 

◆ 家族との連絡方法 を確認しておきましょう 

【案内用 二次元ｺｰﾄﾞ】 

◆ 固定しない家具 は 凶器 になります！ 


